
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ４ 章  地域保健福祉の推進 
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第１節 健康危機管理 

 

１ 健康危機管理に関する研修会・連絡会 

実施日時 

開催場所 
内     容 参集者 

参加 

人数 

 

平成 27年 12月 18日（金） 

11:00～12:00 

石川中央保健所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康危機管理研修会】 

・新型インフルエンザ等対策保健所対応について 

講師 石川中央保健所 職員 

 

 

 

 

 

 

保健所 職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

24人 

 

平成 27年 12月 28日（月） 

10:00～11:30 

石川中央保健所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【健康危機管理研修会】 

・災害対応シミュレーションについて 

講師 石川中央保健所 職員 

 

 

 

 

 

 

保健所 職員 

 

 

 

 

 

 

 

 

21人 

平成 28年 2月 23日（火） 

13:30～15:00 

県庁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【災害時医療関係機関連絡会】 

・講義：石川県の災害時医療救護活動の体制と平時の取組

みについて 

講師：石川県健康福祉部医療対策課 職員 

 

・意見交換：災害時における医療救護対応について 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害拠点病院 

石川ＤＭＡＴ指

定病院 

日赤病院 

救急告示病院 

郡市医師会 

消防本部 

市町  

県庁担当課 

職員 

 

 

 

 

39人 
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第２節 関係機関との連携  

１ 地域保健・医療・福祉連携対策連絡会                                            

会 議 名 
実施日 

開催場所 
参 集  者 

出席 

人数 
目   的 会  議  内  容 

石川中央医療圏保

健医療計画推進協

議会 

 

 

 

1月25日(月) 

県庁 

 

 

 

 

 

医師会(県・郡

市)、歯科医師

会、薬剤師会、

病院、病院協

会、食生活改

善推進協議

会、女性団体、

市町、消防署 

 

29 

地域保健・医療の基本的指針

の策定及び充実強化を図る。 

 

 

 

 

・地域医療構想の策定について 

・意見交換 

 

 

 

 

がん検診担当者連

絡会 

 

 

10月15日(水) 

県庁 

 

 

市町 

 

 

 

7 

がん検診の受診率向上及び精

度管理向上に向けた課題や施

策について検討する。 

 

 

・がん検診の実施状況 

・意見交換 

  受診率の向上 

  検診精度の向上 

 

 

石川中央医療圏

地域・職域連携推

進連絡会 

 

 

 

 

 

1月8日(金) 

石川中央保健福祉

センター 

 

 

 

 

 

協会けんぽ 

国保連合会 

市町 

 

 

8 

当二次医療圏（金沢市除く）

における働き盛り世代の継続

的な健康管理に係る具体策を

検討する 

・地域・職域における健康課題につい

て 

・生活習慣病に関する地域と職域の連

携について 

特定健診の未受診者対策について 

被扶養者等の保健指導率の向上に

ついて 

重症化予防の取り組みについて 

保健所運営協議会 

 

 

 

 

12月 5日(金) 

県庁 

 

 

 

 

医師会、歯科

医師会、薬剤

師会、福祉関

係、利用者、

市町 

 

10 

地域保健及び保健所の運営に

関する事項を審議する。 

 

 

 

・石川中央保健所の事業概要について 

・食品表示法について 

・レジオネラ対策について 

・感染症対策について 

・その他 

歯の健康づくり 

推進地域会議 

 

 

3月10日(火) 

県庁 

 

 

歯科医師会、 

市町 

 

 

11 

高齢期における歯科保健対策 

の推進について検討する。 

 

 

・ｱﾝｹｰﾄ報告…ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑにおける歯科

保健対策について 

・情報交換 

・意見交換 
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２ 糖尿病重症化予防ネットワーク事業  

 石川県第6次医療計画は平成25年度から開始し、糖尿病医療については、保健と医療が一体的に対策を推進することを目指して

郡市医師会単位で取組むこととなった。糖尿病患者の早期発見・早期治療や重症化予防のための診療連携体制の構築を図ることを目

的としている。 

 

  

 

白山野々市地区糖尿病重症化予防

ネットワーク協議会  

河北地区糖尿病発症・重症化予防ネ

ットワーク協議会  

委員  公立松任石川中央病院  

公立つるぎ病院  

医師会  

眼科医会  

歯科医師会  

薬剤師会  

栄養士会  

行政（白山市・野々市市）  

保健福祉センター  

金沢医科大学病院  

河北中央病院  

医師会  

眼科医会  

歯科医師会  

薬剤師会  

職域（金沢医科大学、ＰＦＵ）  

行政（かほく市・津幡町・内灘町） 

保健福祉センター  

事務局  公立松任石川中央病院  金沢医科大学病院  

第 1 回協議会準備会  H27.6.10 －  

第 1 回協議会  H27.6.29 H27.7.6 

第 2 回協議会  H27.10.26 H28.3.10 

第 3 回協議会  H28.2.29 －  

協議会主催･共催の研修会

啓発事業  

（当センター参加分）  

・市民公開講座 (つるぎ病院主催 ) 

(H27.8.8) 

・糖尿病治療スキルアップセミナー

(H28.2.22) 

・内灘ロマンチックウォーク  

(H27.5.24) 

・学術交流会 (H27.6.25) 

・糖尿病予防フェア  (H27.10.25) 

・糖尿病を知ろう勉強会 (H27.10.25) 

・ブルーライトアップ点灯式  

(H27.11.14) 

・最適な糖尿病治療を考える会  

(H28.1.19) 

・河北･内灘･粟崎糖尿病治療を考え  

る会 (H28.3.2) 

事例検討会  －  H28.3.23 

関係機関への事業説明及

び事業検討  

3 回 (合併症対応医療機関、白山のの  

いち医師会､白山野々市薬剤師会 ) 

－  

事務局等との事業検討  

・協議会活動  

・保健と医療の連携体制  

7 回 (事務局及び代表との検討 ) 2 回 (事務局 ) 

1 回 (金沢医科大学病院准教授との

事業検討 ) 

市町と事業検討  5 回 (各市へ出向いて ) 7 回 (各市町へ出向いて ) 

2 回 (河北郡市衛生部会 ) 

 

糖尿病対策成果発表会  H28.3.27 

計  21 回  22 回  

※ 協議会補助金申請書（申請・変更・実績）や協議会資料作成に関して、各事務局と電話・メールで相談に対応。 
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３ 市町支援 

 

（１）活動方針 

ア 市町（関係機関）からの要望に応じて支援を実施する。 

イ 管内の状況を把握し、保健所が介入した方がよいと判断した支援等を実施する。 

 

（２）基本的な視点 

ア 社会情勢の変化により必要となる体制整備が円滑に推進されるよう支援する。 

イ より効果的、効率的に保健事業を推進するために、職員の資質の向上ができるよう支援する。 

 

（３）市町支援の重点課題 

ア 母子保健 

    ・多胎妊産婦・育児支援教室の実施（広域） 

    ・ハイリスク妊産婦の保健医療連携への支援 

イ 特定健診・特定保健指導 

  ・効果的な特定健診・特定保健指導実施体制の充実 

・第２期特定健診等実施計画に基づいた計画的な実施 

・受診率の向上、効果的な保健指導の更なる推進 

・糖尿病重症化予防ネットワーク事業への支援 

  ウ 健康増進・地区組織育成・健康づくり計画 

    ・食育の推進 

    ・がん検診受診率向上対策の推進 

    ・健康増進計画（第２次）策定への支援 

・健康増進計画に基づいた事業実施への支援 

エ 障害保健福祉 

・在宅精神障害者や家族からの相談への支援 

・自殺対策の推進 

・自立支援協議会への支援 

  オ 感染症対策・予防接種 

・感染症発生時に適切な対応ができるよう体制整備 

・予防接種事業の評価 

・地域密着型高齢者施設への巡回指導 

・市町新型インフルエンザ等対策行動計画策定への支援 

  カ 高齢者に関すること 

    ・地域の実情に応じた介護予防体制の整備 

    ・改定された高齢者施設における防災計画作成指針に基づく防災関係の体制整備 

  キ 健康危機管理 

    ・災害時における健康危機管理体制の整備・充実 
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（４）市町と保健福祉センターとの事業検討会               

(平成27年度) 

市町名 実施日時・会場 出 席 者 内    容 

か ほ く 市 
平成 27年6月 2日（火）14:00～16:00 

かほく市宇ノ気保健福祉センター  

市町： 

保健福祉担当課長 

  〃  担当者 

 

保健福祉センター： 

企画調整課長 

健康推進課長 

健康推進課主幹 

企画調整課主幹 

 

 

 

 

 

 

・平成27年度における市町事 

業の課題、保健所への支援

要望等について 

・意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

白 山 市 
平成 27年5月 25日（月）9:00～15:00  

健康センター松任 

野 々 市 市 
平成 27年6月 3日（水）14:00～16:00  

野々市市保健センター 

津 幡 町 
平成 27年5月 29日（金）9:30～12:00 

津幡町役場 

内 灘 町 
平成 27年6月 2日（火）9:30～12:00 

内灘町保健センター 

 

（５）市町支援実績            
                                       (平成27年度) 

 

 
保

健

計

画

の 

策
定
・
地
区
診
断 

母

子

保

健 

健

康

増

進 

介

護

予

防 

生

活

支

援 
歯

科

保

健 

感

染

症 

精

神

保

健

福

祉 

難

病 

介

護

保

険 

健

康

危

機

管

理 

そ

の

他 

計 

研 修 会 

回数  6 1   4      11 

参加 

人数 
 31 23   14      68 

連 絡 会 

会    議 

回数 36 92 24 10 3 20 82  27 5  299 

参加 

人数 
247 603 151 67 18 61 297  210 48  1,702 

情報提供 回数 13 24 78  2 64 15 2 5 4 35 242 

  ※市町が主催した研修会・会議等で行った市町支援も含む 
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第３節  学会発表  

 

１  北陸公衆衛生学会（第４３回） 
 
    開催日 :平成２７年９月１８日    開催地：石川県    発表方法：口頭発表 
 

累積予防接種率の推移と接種率向上のための保健所の取り組み 

 
○今福渓子、一原淳子、寺西久子、杉下吉一、伊川あけみ（石川中央保健福祉センター） 

〔目的〕 

石川中央保健所では、１人でも多くの子どもたちを感染症から守ることをめざし、予防接種率を高

めるための一助として累積予防接種率の算出・評価を行っている。累積予防接種率は月齢ごとの予防

接種率を積み重ねたもので、「ある月齢までに何割の人が予防接種を受けたか」を把握することがで

き、効果的な接種勧奨方法を検討するデータとして活用してきた。 

本報では、累積予防接種率の推移について考察し、併せて接種率向上のための保健所の取り組みに

ついて報告する。 

〔取り組み内容〕 

当保健所では平成１２年度より毎年度、管内市町村からその前年度に３歳であった児の生年月日及

び定期予防接種の接種年月日のデータの提供を受け、定期予防接種Ａ類の累積予防接種率を算出・評

価している。その結果を管内市町村の予防接種担当者連絡会で提示し、予防接種実施状況について検

討している。 

〔結果・考察〕 

本報では、三種混合ワクチン、ポリオワクチン、ＭＲワクチンの平成１１年度から平成２６年度ま

で５年ごとの管内市町村合計の累積予防接種率を算出した。 

三種混合ワクチンⅠ期初回１回目については、年々、累積接種率の上昇が早くなって予防接種実施

時期が早期化しており、また、標準的な接種期間内での接種率は経年的に上昇していた（図１）。これ

らは、接種方法等に変更があった予防接種以外で同様の傾向であった。 

管内市町村の予防接種担当者連絡会においては、各市町村の累積予防接種率を提示し、適切な時期

に予防接種が実施されているか確認している。また、それぞれの市町村が接種率向上のために工夫し

ている取り組みを共有することで、取り組みの良い点や改善が求められる点を明らかにしている。予

防接種時期の早期化や標準的な接種期間内での接種率上昇は、これらの取り組みの積み重ねによる結

果と評価できる。 

市町村ごとの予防接種率を比較検討することや効果的な取り組みを共有する機会の提供は保健所の

役割であり、今後も同様の取り組みを継続し、予防接種率向上を図っていきたい。 

 

図１DPTⅠ期初回 1 回目の累積予防接種率 
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２  北陸公衆衛生学会（第４３回） 
 
    開催日 :平成２７年９月１８日    開催地：石川県    発表方法：口頭発表 
 

保育所給食施設等における肥満並びにやせに該当する者の割合の把握から 

今後の支援のあり方を考える 

 
○吉田 春菜、藤川 千恵子、高島 恵子、中村 礼子、寺西 衣姫、杉下 吉一、伊川 あけみ 

（石川県石川中央保健福祉センター） 

 
〔目的・背景〕 
わが国における今後 10年間の健康づくり施策の基本となる健康日本 21（第 2次）の中で、｢利用者 

に応じた食事の提供をしている施設の増加｣が目標に掲げられた。これに伴い、厚生労働省では、個別
的に栄養管理を実施している施設を除く健康増進を目的とする特定給食施設について、｢利用者の肥満
及びやせに該当する者の割合｣を基準に評価するものとし、判定方法の統一についても示された。 
当県では、従来から給食施設に対し、年 1回栄養管理報告を求めており、肥満及びやせの割合も把 

握していたが、その判定方法は各施設に任せてきた。今回、幼児について、肥満度による判定に統一
したことにより見えてきた保育所給食施設における課題や、保健所としての今後の指導・助言等のあ
り方について考察したので報告する。 
 

〔方法〕 
今般の肥満及びやせの判定方法については、県健康増進担当課から各市町保育所給食担当課あての 

通知に加え、肥満度による判定を基本とする栄養管理報告様式に改正することで統一を図った。 
当保健所では、平成 25～26年度に開催した栄養士研修会をはじめ給食施設指導時において、肥満度 

への統一の意義及び改正した栄養管理報告書の記載方法について丁寧に説明を行った。 
 

〔結果・考察〕 
判定方法の統一を働きかけた結果、平成 26年度栄養管理報告書では、保育所特定給食施設（56施設） 

の約 8割が肥満度で判定を行った。肥満度に統一した成果として、市町全体あるいは年代別での平均
値を算出できるようになり、その結果を市町並びに施設へ還元することが可能となった。また、自ら
の施設で対象となる児を振り返り、量や食べ方などを評価する機会となり得ることが窺えた。 

保育所における課題として、肥満及びやせの該当者については、肥満度の数値のみで判断するので 

はなく、健康状況はもちろんのこと、身長体重曲線と併せて日頃の活動量や食事量及び食べ方を観察
していくことが必要となる。また、保育所で提供する食事以外に家庭における食習慣が影響している
ことから、保護者に食の大切さが理解され、その改善が図られるような提案等を行っていく必要があ
る。 

そのために、健康状況の把握は、主に看護師や保育士が実施している現状だが、栄養士配属の保育 

所では情報を共有し連携できるよう、施設長等に働きかけることが大切である。 

また、市町間において肥満及びやせの割合に格差が見られたことは、家庭はじめ地域における食習 

慣や文化が影響していると考えられることから、市町の母子保健担当課及び保育所給食担当課と情報
を共有していきたい。さらに、今後は学校保健分野の結果も併せて分析し、健康課題の明確化及びそ
の対策を推進し、ライフステージを通じた切れ目のない支援につなげたい。これらの活動は、｢地域に
おける行政栄養士による健康づくり及び栄養食生活の改善の基本指針｣に沿うものであり、保健所の役
割であると考える。 
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第４節 指導監査・実地指導 
 

 

１ 社会福祉施設指導監査 
                                     （平成 27年度） 

施設種類及び施設数 目   的 内  容 

老人福祉施設：１１ 

  

児童福祉施設：４４ 

  

障害者施設：  ３ 

社会福祉法人、社会福祉施設の事務処理及び運

営等が適切に行われるよう、実施指導を行い、社

会福祉の推進を図る 

 

 

・利用者及び職員の健康管理 

・災害対策 

・感染症防止及び衛生管理 

・事故防止、身体拘束等防止 

・個別援助計画の把握    など 

 

 

２ 介護保険 

（１） 介護保険関係業務          
（平成27年度） 

区  分 業 務 内 容           

介護保険事業計画に関すること 
・管内サービス基盤及びサービス提供等の現状把握 

・市町介護保険事業計画協議会等への参加 

介護認定に関すること 
・要介護認定に係る訪問調査員に対する研修の実施補助 

・介護認定審査会委員に対する研修の実施補助 

介護支援専門員の支援に関すること ・市町における介護支援専門員連絡会等への参加・助言 

介護保険審査会に関すること ・介護保険認定に関する処分の審査請求に係る専門調査 

介護保険施設等従事者への研修 ・高齢者施設職員への研修 

高齢者虐待防止に関すること ・高齢者虐待防止ネットワーク会議等への参加 

市町及び介護保険施設等への指導に関すること 
・介護保険市町（保険者）事務支援の実施 

・介護保険施設等実地指導の実施 

 

 

（２）介護保険施設等実地指導状況 

石川県介護保険施設等指導監査要綱等に基づき、介護サービス事業者等のサービスの質の確保・向上を図ることを目

的に実地指導を行う。  

                      （平成 27年度）                                           

 

 

区分 

介

護

老

人

福

祉

施

設 

介

護

老

人

保

健

施

設 

介
護
療
養
型
医
療
施
設 

居宅介護サービス 

居

宅

介

護

支

援 

訪

問

介

護 

訪

問

入

浴 

訪

問

看

護 

訪

問

リ

ハ 

居

宅

療

養 

通

所

介

護 

通

所

リ

ハ 

短

期

生

活 

短

期

療

養 

特

定

施

設 

福

祉

用

具 

件数 ５ ２ １ ４ ２ - - １ - ５ １ ５ ２ １ - 
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（３）介護保険市町事務支援実施状況 

                   (平成 27 年度) 

実施日時 目    的 内   容 

内灘町：書面審査 

 

 

 

 

 

市町における介護保険事業計画の適正

な運営及び介護保険財政の健全化推進

のため、保険者事務に関する事項につい

て周知するとともに技術的助言を行う。 

 

 

・要介護認定事務 

・介護認定審査会の運営状況 
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第５節 研修・学生指導 
 

１ 地域保健従事者への研修 

(平成27年度) 

項目 日時・会場 対象 研修内容 参加者数 

災害時の初動

時対応につい

て 

 

 

平成27年11月30日（月） 

13:30～16:00 

県庁 

 

 

地域の保健

福祉関係者 

 

 

 

・講演 

「災害時における迅速かつ適切な医療提供を目指して」 

講師：石川県健康福祉部医療対策課 

主任主事  平嶋 美香 氏  

・演習 

 「避難所運営ゲーム」 

 

24人 

社会保障制度

について 

 

平成28年1月30日（土） 

14:00～17:30 

野々市市交遊舎 

 

地域の保健

医療福祉関

係者 

 

 

・講演及び意見交換 

「10年先の安定した社会保障制度を維持するために」 

講師：千葉大学客員教授 

千葉県病院局長 医学博士 矢島 鉄也 氏 

（元厚生労働省健康局長）  

 

77人 

※平成 24年度より、県健康推進課で一括して石川県内の実務経験 3年未満の保健師を対象とした「新任保健師研修会」を体系的に

実施することとなり、平成23年度まで当センター主催で開催していた「新任者研修会」「新任者フォローアップ研修会」は終了。 

 

２ 医師臨床研修  

平成１６年度から医師に対する２年間の臨床研修が必須化（医師法等の一部改正）し「地域保健・医療」研修の一環として 

保健所における研修を実施している。 

(平成27年度) 

 

３ 学生実習指導等  

(平成27年度) 

病 院 名 研修医数 研 修 期 間 

－ －          －  

学 校 名 学生数 実 習 期 間 

県立看護大学 40人 平成27年 5月  ～  6月 （2日間×2回） 

金沢大学医薬保健学域保健学類看護学専攻  8人 平成27年 7月 （2日間） 

金沢医科大学看護学部 19人 
平成27年 4月 

平成27年 7月 

（0.5日間） 

（1.5日間） 

県立総合看護専門学校第三看護学科 36人 平成27年 8月 （0.5日間） 

仁愛大学 １人 平成27年 8月            （5日間） 
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